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集演講學科i謙獄

こもめ群外蛾す色此卵欝　　　 いに
うならを二の゜艘圖をで先　　と亘
のくれ各群産3ζはは見夏す　　 思つ
染第る横を卵此亜紡る期順　　 ふて
色一一の断作直の鈴錘事で序　　の居
艦極ですつ後横歌軸にあと　　でり
で艦あるての断をに依るし　　あま
あでり事居卵面なぞっ事て　　りす
りあまにりををしふてを受　　 まの
まりすよま見見且て焚附精　二　すで
すま゜つすまるつ切見君卵　　 ゜職

゜充筆て゜すと其つさしの受　に

か外をに爾き八央ののき分卵　　を
らに御数極に個にででま裂　の　　申
暫位魔へに赤の横ああすか成　　上
くす下ら位道染線っり゜ら　熟　　げ
するされす板色が薫ま此は分　　る
重窪橋享を霊票馨讐z婁宏裂護
爾ろ此゜こん勘ら艘典精な不
染の際此ろで定れは歌卵け可色染外際の居さる其態のれ　　　能
艘色部に染るれかのは第ば　　　で
群膿に於色とる6赤第一な　　　あ
は群位・て膿こ課こ二道一d中り　　　・り、
次はすものろで債板圖期ま　　　ま第所る此数のあ染にに種せ　　　す
va謂と塵で染り色排書曇ん　　　か
遠第こにす色ま髄列いM°　　　ら
ざ二ろ二が髄すでして舞私或か卵の＋此は　゜あてあ喜の　　　　．る
b．母染八れ爾其る居る豊用　　　一
爾細色個も極れ事り通はび　　　 部

　　　　セ染胞艦の内のかはまり蛾た　　　分
色に群染外方ら明すでの材　　　を
艦屡は色爾に交で゜あ卵料　　　 申

群す申腿染分尾あ此り管は　　　上
をるすが色れしりのま内二　　　げ連と迄認艦丙たま染充の化　　　た

一14＿．．一



殖生性輩の獄る7：見リよ上學胞細

まし此が群卵πの　熟す薄がまて結
すて黙共が母第卵共分るい不す参すe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　宜かの明か一に次裂と核明　りる
そしら全瞭ら成於にに常膜瞭共ま繊
しい考部には熟て第遣にがにれす維
てのへは槻第分見二入認形なか゜歌
共でる数察二裂鋤成るめ状つら斯物
中あとへさ極にだ熟準らさて省ふは
のり卵るれ膿依さ分備れれ來進言中
三ま核事まをつれ裂期るるエんふ央
つすのはす出てまにで現檬丁で現での゜’ ?[゜し生し這あ象に度く象切
もそに來そ此じた入りでな染るはれ
のれはましのた゜るまあつ色と産其
にか二せて結所其課すりて騰域卵の
卵ら十ん第果の歌で゜ま参が前後断
の間八で二と第態あ　すり互は約面
先も個し極し一はり　　゜まに染十は
端なのた膿て極普ま　察す融色分集
のく染けを卵腿通す　 三゜合膿乃中
方其色れ出のがのが　 圖此しの至的
藁鍔齢ξ犀薔霧t9器錠輩叢‡需
合にk私とL圖に材　し態うが分を
し核ハはこブに於料　 てはな明の示
て膜プニろロ示て三　 其産JIJI瞭卵し
参がロ十のトす嚢化　 の卵態にをそ
り形イ四卵プ織見獄　歌後に認切し
ま成上迄核ラにさ夏　態三なめるて
Ljlさ数をのズ再れ塑　 か十軌ら事内
tS墾暮聖蕾参藁霧霞髪翁票発釜翁
五四在る髄部を合産　 へ至ももっ立
圖っす事を分なと卵　 る四染のての
はのべが鍛にし同後　 と十色が容紡
卵胞き田へ四ぞ様約　　此分艦段易錘
の歌も來てつれで六　 れ頃群々にが
先核のま見のかあ十　 はのの其認形
端にとしま染らり分　第卵周のめ域
のな判たし色第ま前　 二を圃輪らさ
みり定゜た髄：し後　 成検に廓れれ
＿15－一



集演講畢科i陳i酸

居上経盤舞後う同卵覧艦入頃五雌書
るげてを）約し様核下がっの十性い
とま完形が三てのとさあ’た卵六原た
需せ全成成時出状のれりとを個核の
ふ鬼なし生間來態融ばまこ切ででで事　 るまさ内たで合直芝うるすあ芝
でと胚すれ外とあがち卵の事がり
之に子゜てにごb起に核精に師まそ
はかにそ参於うまる御に錨依ちしれ
後くなしりてのし師解段がっ五環か
の蚊るてま始もてちかk矢て十此ら
話でと胚すまの融翼り接張常六の卵
va特X盤゜りは合のva近りに．個雌棲
關にふのぞま所せ意なし同見の性は
係御順或しす謂ん味りて様出牛原多
が記序るて゜分とのま行にさ5i：繧少
あ憶で部共其裂す受すく胞れこ二はの
りをす分割後核る精゜歌ナ1尺る十申細
ま願力1が球引と時がそ態と現八す胞
すひ併卵の績稔に趙れもな敦個迄質
かたし内中くすはりか明つでをもを
らい其にのとる爾まら瞭工あもな俘
特の顯陥若こも核す塵にそりつくふ
に越は入干ろのに゜卵認しまの二て
再卵今しのので染受後めて1で＋卵
び核日ても分あ色精百ら共　あ八内
申がの腔の裂りseの二れ一f・1り個に
上正話基がにまが炊＋ま側文まの進
冥纂続影劣磐需鴛輩盆1撃壽究甕も
澄色に成周て此て普ち此スに庇麗て
き膿關k團其のま通二等タ於flk慧滲
まの係共に庭分ゐの時の⊥て態のり
需激あ後配に裂り動間有をはは染ま
　のり複列所核ま物に様生先産色す　4ドまi難し謂のすに於は良き卵髄゜
　分せなて割分゜於て第此に後は此
　　　　し　をんるそ球裂察て精五塵卵約御れ
　持か攣と範は六見錨圓に内八揮が
　つら化に鋒産【圃る核を中に十じ所
　て申を胚学卵斯とと御心這分の謂

＿16一



殖生性軍の獄ろ六見りよ上學胞細

す期完態ろりあ』で　 こで其
o赤　全とのまり露護あi突とは攣受
　道に反染すまのりには其化精
　板行謝色゜す不ま申殆のを卵
　上はの腿其が受す上ど成シの
　にれもの申併精゜げ不熱う場
　排なの大にし卵　る可分7合
　列いも部ぱ人に　 と能裂マに
　せと亦分第爲人　 このがf，短
　しと澤が一的爲　 ろ事非之時　三
　全う山爾中刺的　ので常に間

　染のさ行歌加理　精ま規す卵受
　色砦れつ態へを　卵す則るを　精
　髄多るてのた加　の゜に衷取卵
　がくの僅儘とへ　成　行はつの
　爾槻でか退ごる　熟　 は比天　成
　極察あの化ろと　分　れ較其熟
嵩蕊茎告玄票萱餐ゑ馨響B

　つますが卵受く　試　ら易槍裂
　てす゜赤も精分　 が　素でし
　移゜帥道あ卵裂　 数　 統あま
動3ζち板るで卵　万　的りす

　す一言上しもを　粒　にまと
　る方葉に或全檜　 の　順す各
卵にを残る部加　卵　序゜卵

　も於換るも畿す　 を　をげは
澤てへとの育る1切　追れ各

　山ぱて最はす事　 つ　 ふど々
槻企鼓ふ赤るはてても同察くへや道も嘗　　研　　其不檬

　さ受ぱう板のて　究　の受の
れ糟第なにで獲　 し　攣糟時
る・卵一噛配は表　た　化卵期
のの域の列無し　綜　 をのに
でや熟或しいk　合　研場あ
あ5分ぱたの次　的　，究合る

　りに裂此とで第　結　すにか
ま中の∫伏とあで　 果　 る於戦

一一 P7＿



’集演講學科練獄

てれてb裂れ歌とに居内に切　約’
重ま居まとる態こ相る外相れ爾二此
要するす同ののろ當様二當な後十種
な゜染゜様でものすな個すい者八の
る本色省であの所るものるでに個卵
事日胆不外り帥謂もの猫も尚就つの
柄は三受方まち準のも立の聯いs内
で該慣精にす受備喚焚紡で絡て勘喚
あ間染卵位゜精期是見錘あを詳定受
る：題色のす此卵適れさをり保細さ精
ec　va　wa第る顯にのをれ作まつvaれ卵
の就蘇一もか於と受まりすて申まのみ圏

ﾄ頻紡のらて考精1且゜居上1産
を論々錘が考畿へ卵　つ叉るげ　卵
申及との第へ見らのこ共既様ま直
上す目内一一るされ其れのになす　後
げる盤外極とれるれは染繊時と　に
て機さ繭膿止已るのと前色維期第　相
置會れ染丙種総で比に鯉状の一　當
きをる色方のべあ較申力『物卵紡　す
ま’持察艘に不てりし上頗がも錘　 る

すちが群位受のまてげる中見の　卵
゜まあ中す精もす見ま不央出雨　 を

　せむにる卵の゜るし明よさ極　探
　んま大ものが其ζfe瞭りれに　つ
　がすさの第矢他將産に切ま移　て
　庇゜形は一一張前に卵なれす動　 内

　現自P歌第成りに第後つ一（．°し　外・
　象ち等二熟同申二約一（．其此た　爾
　は不が卵分じ上成三且のれる　染
　輩分他母裂くげ熟十つ切は染　色
　性離の細は不た分分其断受・色　艦
　生のも胞受受時裂乃の端精艦　群
　殖現のに精精期に至周が卵を　　を
　獄象か圏卵卵の這五園一の結　横
　のがらすのに中入十に貼産ぶ　噺
　遣澤著る第於間ら分膜に卵繊　す
　傳山しも一てにん前を藥直維　

る

　に槻くの成観位と後生中後歌　　ζ
　極察異で熟察すすのじしttの物　各
　めさつあ分さるる卵て腫卵が，々
　　　　　　　　　　　　　一置8－一



殖生性輩の獄る7二見リよ上學胞細

極分事　裂で三まな様が七はつる
め裂は以及あ倍すもに卵圖断たに次　　　　　　　　　nyてが明上びる大がのポのの定のはに
稀無瞭の極事の前もタ中様出で非不
れV・な事髄は大者澤1にに來あ常受　　　　　　　，　　　　　　　　も　　　　ヨ　　 コ

での事實の少きの山プ進ポなりに精あででか行しさ場磯ロ入タいま、困卵
るはあ1ら甦もを合見トし1のし難の
事なり不に疑持はさプてゲでたを第
にくま受於ひっ必れラ居nあ゜致二
原てす精てのてすまズるトリけし成
因極゜卵書な居一すムやプまれま熟
すめ唯のいいり個゜丙うラすどし分
るて第機た事まが叉になズ　゜もた裂

　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o

も不＿育事です他時三卵ムどこ　に
の規成をがあ　゜のに個が丙うれ非就
で則i黙績あり是も二の多にしを常い
あに分けりま等の個極敷明て以なて
り行裂るますはS3し膿爽にかて努申
まは中もす゜夫こ二はを見三と不力上
　　　　　へ亥れののか獄k倍一残ざ個巾受をげ
EP且卵はら卵二大個留・れのせ精彿ま
ちつが必此の個ののしる極ぱ卵っす
軍共多すを極又大極｛のwa澤のて゜
匹のく二御腸は凄髄さでを山大僅不
チ範焚回参の三さをうあ残の部か受
’＋園見の照融個を持しりし卵分に精
ンがさ成下合極持ってま夙をの数卵
ス廣れ熟さに艘つて卵すさ切も個のあ　い　な　分　い　っ　の　で　居’が　゜　う　つ　の　の　第

閻爲い裂・2い融居る斯或してにも二
題にのを　て合り分のはて其第の成　　　　　　　　カに之は維　 はに後裂様一斯の二を熟蹄にボ過　曾よ者卵に方ふ切成見分1
す遭受す・てりのを分に云片熟出裂
る遇精る　獄で場見裂於ふを分す中
課す卵も　卵出合るしてや槍裂にの
でるでの　の來に事て第うすが濁も
あ機はで　成たはが居八にる無ぎの
り會此あ　熟も必ある圖卵とV・なを

、まがのる　 分のす勢檬の極第とか得
一19＿



集演講i鍛科縣慮

艘6すれし　様やあ卵艦精るる受ずののとばてボと否り核の卵かの精　c「　N　　　ロ　　　h　　　し

数細染Pt爾之思Sまは減のEPは卵第
と胞色の者り．ぴはす當便第h此の二
細核艘大の1ま鎧゜然が一ハの場域
胞のをさ間氏すのけ二起成プ不合熟
核大百はに庇゜箪れ十る熟ロ受と分
のき持大は人　性ど八の分イ精鍵裂
大さつき直は　 生も個で裂五卵りを
小はてく、接有　殖卵のあに数のま絡
に丁居少的名　に核染り於を卵せへ
ば度るなにな　於内色まけ持核んた直其細け一細　 ての艦するつが゜と
接の胞れ定胞　極染をか染て受此こ
的牛のばの學　め色持蔭色居精歌ろ
の分核是關者　　℃腿つ次鎧る卵態の
關でのに係で　重をてにのかのは卵
係五大鷹があ　要正居來行否そ第核
が十きじあb　・な確なる動やれ八は
あとさでるま　事にけ第にとの圖間
る云を小とす　項勘れ二受云様にも
とふ百さ云濠　で定ぱ成精ふに書な
申事といふ曾　 あす・なi熱卵事果いく
しにすと事て　りるら分の懸して胞
てなれ云を染　　ま宴ぬ裂場あてあ歌
居る嫉ふ立色　すは事が合り其りと
りの典の讃艘　か殆ぱ皿とま塵まな
まで牟でしの　 らん何常同すにすり唱
　　　　　　　　　　　　Q　＿　　oすあ分あま鍛　之どのに糠　一　卵o

　りのりしと　 を出議行で詳十その
之ま五また撰　別來論はあ細八れ内
些す十す゜の　の難なるっな個で部
ボ゜個゜帥大　方くしNてるの蝕に
　　　　　　　　）之斯を爾ちさ　面又にな此研染に向
りふ持之染と　か本肯ら分究色間つ
1云つを色の　 ら問定興裂に艘題て
氏ふで具艦開　論題出不でよをと進
あ風居meの係　nt藏來受所れ持な行
有にる的藪を　 し撒る精謂ばっつす
名染とに多研　 です事卵染不ててるな色e申け究　見るでの色受居く事

＿＿ Q0一



猿生性軍の獄うれ見リよ上學胞細

縞　 こ艘ねれ於受b浸差九び葦屠研卵要ろはば？riii’て精之通が岡とボる究
のすの受なし卵卵をりな’一・り婁染で
そる卵精らて核不受に陸の其｝色あ
れに核卵ぬ不と受精其文向のデ腿り
と不かの事受極糟卵の一つ卵ロめま
同受ら極は糟髄卵の間方て核ト数需
様精出艘明卵のの極にに左をプを
に卵稜と瞭の各卵腿差於は比ラ推そ
二にし同に卵と核とをて不較ズ定れ
十した大推核がの比認其受しムしで
八てもで定は同大較めの糟て丙で蝕
個蛮のあさ受大さし難極卵見に見に
の育でりれ精でがてh騰右ま三た私
染すあまる卵あ同見のをはし個の璽
色るるすこのり様までと受たのでボ
畳豊もとかと卯ff’ ﾅしあつ精所極あ之
をの雲灸で核すあたりて卵爾腿・りり
持はふ不あがかり所まその者をま1っ受事受り持ら交其すれ卵の淺す戻
て精も糟まつボ極の゜を核大し゜璽
居卵考卵す染受磯大尚比でさて先セ
リとへの゜色精にさ遜較あの卵づオ
ま同ら割3ζ胆卵於はんしり間核同リ
す様れ球前のはて殆でてまにが様．L
°のるはに数第もん私見すは卵のを
　成の二述と一其どにま瑛殆内時適
　熟で十べ略及間同分し御んに期用
　分あ八海1第に様裂て覧ど進にし
　裂り個遇同二差で初もに差行あて
　を杢のり数成があ期此ながしる不
　なす染卵の熱なりの圏る無つ舞受
　す゜色割染分くま不第檬いつ精精
　も　腿中色裂亘し受九にのあ卵卵
　の　　をの腿共つた精圃此でる及の
　暴彗歪姦歪条箋謬蓑窩脅彊栗農
　の　　て精つ常受圖極三にまの受が
　核　 居卵てに精西艦泥殆す卵精持
　は　 るの居行卵師を書ん゜を卵づ
　受　と極らはにちといど第選邸て
＿＿Zl－一・



集演講學科練i腰

染b形滑部すり殖　 帥様長切
色さ歌とに』ま細精ち・等帯片輩
警難籍嘗芒511砦播旱呈類姦笙
再ら圓核’Zプ此染胞六常細す殖
びれ形内居5の色の個鑓胞るxe
染無をにり期穣質壇のの幣とに・
色く呈不まに懸は殖染場等容は「

｛｛ti茎霧；凝竺券星鍵撰を毯婁輩

福砦1竃爺珍型濫覇蕊霧管簗書笙
乃時i其様の文集力にまりま量ま　殖．
至期後に絡ばまを入すますのす獄
器錘li？嘗£薔望書iii°毛』濫糞Q
づす期まな形來て亮　 其記質の　ス
秦ゑ｛1堂霧巽奪窪鰯震轟覆tr
團核る此前つ聚晶蓮　 の細つは　マ
すはとのにπ團と綾　極胞て正　ト
養趨鯵笙縫簑難鐘／r”
な大次於核個まてに　　て期，ジ場塵シ
り、き第て懸です相よ．はにソ合’il｝
遽くにもの大が並り．そ於ンと及
にな不仁聚抵乏び天　こけ緬同び
i妓つ明は團核車こ著　 にる胞様　ヲ

鐸りり認て棲5懸さ　イ共繕ま　n
がま遽め來懸期がく　プの原す　シ
樽1にらて聚と出な　・・増細与ス
域　 は般逮團申來つ　 イ殖胞畢　一
せ其つ其にのしてた　 ドの帯丸
ら後ぎの雫上ま参生　 藪有生の

一一Z2＿＿



殖生性軍の翻ろアニ見リよ上畢胞細

列膜を細　に申四3が爾　横個期塵
致の見胞次二上つ集出極後断以で次
し雨るはに分げか染來に期線上あに
ま極と1第致rら色ま移にがをり核
すに染止二し見出腿す動於認数ま膜
是移色の成まま來vかしてめへ亥が
がり髄歌熟すすてそらてはらる之消
第行は態分゜・≒居れ吾ま前れ事を失
二ぎ不に裂次染るでkゐ述まも極し
中鼓明入をぎ色もすにり赤究あ観て
期に瞭ら簡に艦のかはま道　 りす染
で爾でな．輩細がT：ら一す板　 まる色
あ星あいに胞紡即葡個゜上　 すと艦
り象りで申艦鍾ちにと此に　 杢多は
まがま露上もの四述見際並　 文く紡
す出すびげ爾極集べゆにん　 側の錘
g・G來が分で分にでたる爾で　観場の
の次次裂見し移あ第染極居　 す合赤
時に二第をま℃り．り一色に二つ　 るそi道
期核に始す蝕絡ま精膿移た　 場こ板
の膜明めとにるす母は動染　合に上
もがにま箆第頃゜細實し色　 に二二に

の消なす一二に第胞際て燈　 峡十規
を失り゜成精な一のは行VS，　各ハ則
極し先是熟母る域申二く其・染個正
観質きれ分細ζ熟塑個染の　色のし
し染にが裂胞次分第か色横　 艦染く
ま色二第のがに裂一ら罷断　 は色排
すme分二結成來に申出に線　亜鐸列
とはし成某：生る於期來嫉の　 鈴が致
ゼ第た熱出さ第け挺てこと　 歌数し
こ二る分來れ二る於居本と　 塗へま
に紡中裂まて成申けるのろ　 なら亥
二二錘心でしi参熟心るも繊か　 しれ此
十の膿あたり分腱染の維ら　共まの
八赤はり所ま裂に色で歌離　 の丈時
個道薇まのすに就艘あ物れ　 雛時期
の板かす鋪゜輿てはりをて　部にが
染上な其二　 る簡實ま見紡　 に二第
色にる始精　た翠際する錘　 明十一
韻排核め母　 めには゜事の　 に八申

一23一



集演講學科棘魏

の同ま　銘色カミ　八二同に　精途が
状檬す典へ艦此私個便撰な以子に数
態にかはるののはの染例る上細爾へ
も五ら輩事二際父染色外様は胞極ら
亦十繰性が十に軍色鰻をt（，翠はにれ
前六り生出八於性ma第除興性其達ま
に個返殖來個て生を二琶の生後しす
申でしewま第も殖持精で核殖攣解後
．．hあて璽しごY’xeづ母あ内xe態艘期
冥嚢皇亨㌃tt劣羅患醒塾墨安をを暴
しとげゲ　細精とらもし化ぺ精・胞て
だだなネ　胞原正ね亦てのル錨歌は
雄けいシ　に細常ば二輩有マと核各
のを事ス　於胞ecな＋性檬〉なを染
場申にぞ　てにのら八生はゲリ作色
合上致あ　も於lltikぬ個殖暑ネまり艘
とげしり　二てとのを慧・シ1細ぱ
同てまま　＋矢ので・持の正5　胞同
様蒔すす　八張子あつ精常の　 艘夫
でに゜カミ　個り供りて原麓大　 も同

且例只其　そ五Qま居細の略　 亦量
つ外卵の　れ十スする胞夫で　 爾に
卵は原卵　か六ぺ゜のにれあ　分二
細あ細原　 ら個ル　 ではとり　し分
胞り胞細　卵をマ　 あ五同ま　てし
とまの胞　　原SCト　　b＋様す　　蝕て
螢す持は　細岱ゲ　 ま六でか　 に第’

養がっ精　胞第ネ　す例3ζ灸　精二
’細薩℃原　 に一シ　 ゜第染只　 子紡
胞き居細　 於精呂　 從一色今　 細錘
のまる胞　 て母を　 つ精腿御　 胞の

霊％書最為趨轟箕鑑最琶姦盆
のぞ艘態　様に究　 の胞にた　 るに
有れはと　に於し　精は關箏　 の両
　　し様か精同　 五てて　 子二しか　 でつ
をら原様　 十も見　 も十てら　 あて
遣生細で　六二ま　亦八も御　 り移

盤覇聖曽蟹簗匙，孝勢募警書聖

＿24－一



殖4三性軍の螺るれ見リよ上學胞細

で分のでのぬを來一一wh斐　 正ま　 しの

は裂染あでか除ま精ウそ常せ私まそ
あも色りあ喘琶し母1れのんは需れ
り亦膿まり形゜た細ゲは方で軍　

と

ま正をすまが若゜胞ネ軍法し性　 比

す常有㌔す出し叉にシ性で左生較
が獄し然2來も小二ろ生成が殖　し
異のてるれる軍供十を殖熟併獄　て
」｛k夫居に等か性の八研慧作しの　見
数れり實の或生卵狸究雌用次卵　　る
のと且際事は殖原二しとをのの　

と

染同つはは死獄細便て1E途事成　　是
色様完前遺ぬの胞染見常行實熱　　れ
盟正全に傳事卵に色ま鑓すか分　

も

を常の申墨がの於鎧し雄るら裂　亦
有で生上上無成て第たとも聞を　同
すあ殖げ因く熱も二班のの接も　檬
るる力て子て分五精爾子で的研　 で

もとを置のも裂十母者供あ匹究　 あ

のi考有き性其に六細何及る翠し　
玉へすま質子異個胞れ軍t性て　 ま

あてるし染供歌をにの性と生見　す
るよもた色はが数二場生が殖ま　 か

事いの様鯉異起へ十合殖推鷲し　 灸

をのでにの歌るる八に慧知のた　此
一であ其個緻な票側於同出卵が　　腱
寸ありの性のらがのて志來は不　』に
mb・りまir・等染匿出染質のま前幸　　く
にます供の色搬來色共子ずにに　 ど

て性性にらっ蛾あ々細ぺ　ま果　　く
置生生機考て等1）明胞ル　 しを　 申

き殖殖育へ居のまににマ　　た牧　　上
ま慮獄をてら時し数はト正めげ
す雌の逮もね代なへ五ゲ　常る　な
、2に卵げ明ばに或る十ネ　葱事　 い

　はの歪白な於る慕六シ　のが　 事

　稀成常のらて場が個五　様出　
に

　れ熱緻審ぬ死合出第及　に1來　鰍

一25一



集濱講畢科i縢識

　普のすろ　 を即一こ染　　　個
契通極帥の今持ち及ろ色慧　　 ヌ之
慧に艦ち極翻つヌびのwaの　　プを
に見を二膿のてプ第軍を軍　　ロ要
立1る放個の場居ロニニ性持性　　　イす
蹄現毘の敬合るイ精生つ卵　　 ドる
っ象す極とをの五母殖ての　　 髄に
てでる艦其暫で卵卵fS居成　　二en
考あものれくあ核母のる熱　　＋性
へりの放か置りか細精e分　五　八生
てま些出ら哉まら胞原と裂　　 個殖

翻　　・のたの　に二び巾卵　生　ま多
の　 イ蟻個軍　 嚢十卵上の殖　す撒
輩　　工ハ髄性　　育八原げ夫　に　゜の

成　養ご艘場　の債於で様　る　　は
熱　 デ数数合　 は及てあで染　　正
分　イをとを　ニーはり二色　常
裂　プ有の考　＋便ヲま個髄　　ZZ

でパnるるな艦イしを、加　と
あ　 1イ關ζ　く、を．互そ放　　　同
る　 セ尺係輩　 其持数れ出　　　 様

なノパが性のつ帥かしで　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　ヨら　 ゲ1見卵　 倍てちら其　　　 デ

ば　 ネセ出か　数居五軍の　　　 イ

前　シノさら　五る十性卵　　　プ
に　 ZE．ゲる放　十の六的核　　　 ロ

お　 しネ玉出　 六で個には　　　 イ

話　てシのさ　個あで爽二　　　FV
し　居スでれ　のりあ育十　　　添
　　　ね致　 る只ある　染まり「し八　　　五
　　　　　　　　　セし　 の一りと　 色す叉た個1　　　十
ま　　が個まと　　艦゜第との　　　．六

＿＿ Q6＿



殖生性箪の慧る7：見リよ上學胞細

　にすにびな　りで輩の居回す有し
第なか分第る今まあ性軍るのるした
二るら割二場一一すり生性の成なて豪
と事例核極合般゜ま殖生で熟ら居イ
しはへを膿にに　すの殖あ分ばるプ　　　　　　．ntm’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

て當ば形を就ハ　 か場にり裂二事ロ
は然翻成放てプ　 ら合於まを個はイ
次考なす出申ロ　ぞにてすなの敢ド
　　　　　　　　　　　　　　　　しのへらるす上イ　 こ從特かし極てパ場　ら　ば　場，る　げ　ド　　　に　へ　に　ら　減　髄怪　1

合れ各合けて藪　 染ば興甜数をしセ
がるkでれ見三　 色翻味にす放むノ
考事二あど“ま十　 艦で多御る出にゲ
へで十りもす八　 をはき話にす足ネ
らあ八ま其と個　 倍二且しかるらシ
れり個すの其但　 加十ったNのなスままつ゜後第し　 す八研何わでい旋
一91需S此第一黛　 る個究れらあ纂相
　　をのこ二との　 機とすのするで當
第此持場極し場　構なべ場軍かあす
一れつ合髄て合　 がるき合性らりる
極がてにがは添　 なべ窯に慧亦まも
艦第居は卵次其　 けきでもは議すの
を一る卵内のの　れもあ當五論゜で
放のの楼に場倍　 ばのりは十の又あ
出場で及戻合数　なカミまま六無軍る
し合あ第つがの　 ら其すら個い性か
たでり二て考i舅　ぬの゜な亨事生ら
とあま極來ヘイ　 事倍前いイで殖軍
こりす艘てらプ　 は撒にのプあ慧性
うまか共卵れロ　直五申でロリが鑓
の需b．K核まイ　ぐ＋上あイま二が
も　之ハとすド　に六げリドす十五　　、－　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　 v　 o

のがフ再に注個ままの八十即　 倍ロび帥増　 意にしす染然個六
ち　激イ融ち加　　さなた゜色るの個
第　の工合卵し　れつ通此艦に染の
二　五でしが得　 る℃りのを票色染
紡十あて第る事居普鮎持實艘色　　　　b錘　六り其一主　 でる通がつはを膿
が　個ま塵及要　 あのの獄て二有を

一27一



集演講搬科総醒

第はのk要核ン合　を第りはでEPの
三あ箪考なをタと　な三ま各栖ち様
のり性．へる作リし　しのすkの卵に
場ま卵て場る1、て　そ場゜ヌー内第
合せに見合場デは　し合　 プっで一轟”16募季乞蔑t“袈三乞］錦笙藷
の　裂ζてはジ第　便て　　ド核成を
場　し先考是ヨー　染興　審に熟卵
合　てrcへれと及　色第　持な分の
で居述らががび髄一つる裂表な　’つべれ多起第　の及　て課が面
喚　てたる少！i二　分び　居で起に翻　 も「の愛斯極　離第　 るすつ出の　常二で形くee　がこ　　の゜7eさ
程讐霧労蕊老姦碧轟霧歪寿誉
卵　個合また生出　場分　り興へで
暴窟縫％馨発義倉禦季窒8叢
蔑禦霧葉豊響垂雲奮禦芋留
熱　明合　先群た　デ共　融再ずに
分　．にで　2のる　イ減　合びる遣
禦罷髪9誉鍵ご塚醤装糞否
璽　さL：　・髄が　イ裂　タでの込
謂　れ　　イが卵　．互で　イ結一ん
減　 まそ　ご再内　にな　 プ合つで慣　すれ　かびに　ない　ロすは卵
S　かは　ム棍進　る場　イる第内
裂　 らど　デ合入　べ合　 ド其二の
で爾うイししき自Pたの極或あ　方し　プtて　でち　ss場meる
り　とて　・ぜそ　あ課　る合に場
ま　もか　イしこ　り率　べに相所

一28一



殖艦性服の獄るナこ見りよ上攣胞細

よ當分上八に爾核i十内　 出にのす
つ然しに個並極膜が一一に叉さよ卵か
てデて配加ぶにが生圖於分れりをら　　　　　　　　　ね禺イ蝕列へ様移溜じにけ裂まて澤是
來ブにしるにり滅穣書る卵す出山も
たu二て二な行し内い割の゜來切難
穿イつ居十りき棲にた球切察たつの
イドのつ八まこ内は通核片十とて場
プ帥娘た個すSの染りのを圏こ見合ロ五細各で゜に染色で歌見　 ろるで
イ十胞染合市爾色腸す態る　のζは
工六が色計期核髄が゜を～乱　小二な
棲個出艘五｝にが現今見そ　 さ十い
がの來は十そ共混れ蝕るこ　い八吏
其染る普六れ通和てにとに　　二個に
後色の癒個でのしま二ざ割　 穣を四
引饅でにのす紡共ゐ個れ球　が持の
綴をあ分染か錘前りのは核　相つ場
き持り裂色らが後ま相受の　並て合
正つまし艦中形にす融精融　 ん居之
常てすてが期成於゜合の合　 でるが
に居か同存にさて二せ歌の　 將と慧
分るら大在於れア核ん態現　にこの
裂事分同すてまスはとと象　再ろ場
増は裂蓮る赤すタ次す全が・び虫合
殖明に極諜道゜1第るく頻　 融ハに
すな依にで板其底に二同々　合プ相
る事っ動あ上後二接核じと　 せn當
なでてきりに染つ近がでし　んイす
らあHl行ま配色にし接あて　 とドる
ばり來きす列膿分途近り澤　す卵の
不また絡゜しは裂にしま山　る核で
受すと期後た共を接てす獲　様のあ精oこに期所のし鰯i來　゜見　 な二り
卵斯ろ入にの紡てする共さ　状須ま
のののり入染錘核るそ歌れ　 態EPす
総如爾細る色ののとこ態ま　のち゜
てき細胞と艦赤接其tCはす　 も第今
の機胞膿赤は道燭部ヲ此゜　の三實
割構i核が道二板部分ス圖今　 が分際
球vaは二板＋上ののタ露卵　　見裂鑓
一一
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集演講學科綜獄

へば欺せ裂十　 見割　 於小て槍　 核

ななのんし二今娼球今てさ到し以は
いら牟゜よ圏例す核斯はい底ま上五
゜ん分斯うにを事と種受核見すの十
然の師ふと叢罎が同の精をると事六
るでち言すいげ出一一L一卵卵持事向柄個
にあ二ふるたて來時かとつの＿はの
受り十風時通見な期ら同て出の次染
精ま八な期りるいの或様居來不の色
卵1個もでにζの割るのるな受事wa
の　 ののあ其此で球時歌割い精實を
方然染はりの雨あ核期態球大卵に持
のる色澤ま大種りをのの等きで依つ
核に瞳山すさのまi鞍割割様なあっ嘉
に爾，を獲がに卵す揮球球々核りては
は方持見庇於か ゜しを核なをな明議
當とつされてら　てueをも持が瞭論
然もてれに殆分　爾揮持のつらにな
五同居るおん裂　者しっをて割立し
十大るのいど前　の是て混居球諮に
六でなでて差期　核れ居在る核さ直
個あらあもがに　のをるし割のれち
糠喫畿攣奈麗歪濤肇杏募善
貧故れ需に　る　を分精る到にり定
がには　大そ割　較割卵塵底非まの
な染受若小れ球・べ期もの受常す出
け色精しのか核　ての澤卵精に゜來
れ艦卵も差らを　見受山が卵攣そる
ばのの不を第と　る糟襲澤に化れこ
な数棲受殆十つ　ζ卵見山はあはと
らはの精ん三て　共のさ後見る羅で
を9大卵ど囲之　間割れ見るも性あ
護高碁繍蚤竿姦纂禁丞蕊募論鍔茎
に様牛球す度べ　て戟でま出ち写需
從と分の事割て　殆不あす來受ク・
つ見で核が球見　ん受りがな精シ
ててなが出髄る　 ど精ま一レ・卵ヨ
不差け正來がと　差卵す方様にン
受支れ常ま分第　　をの　゜にな於？

一一 R0－一



殖tl…性箪の獄る71見りよ上學胞細

個割球の　す籍代染き形ロ得　 次精
の球核で前゜い表色も成イた私に卵
染ののあに　 所し膿のさ王結は述の
色染染る述　　Qてをでれの果胚ぺも
禮色色とベ　 ハ居持あたもを盤るの
を艘隈結た　プるつりもの申細1こに
持をは論事　　ゴのてまのが上胞とも
っ激不を柄　 イで居需で五げ、にに五
てへ明，下か　 ドある　あ佃ま於依十
　　　　　　ロ居る瞭すら　割り割そりあすてっ六
る事でこし　球ま球れまり玄明て個
割がことて　EPすがですまデ瞭＿一な
球出れが猛　 ち゜二五かしイに暦け
がi來を出に　 二そ個十らたプ染具れ
あま数來於　十れく六從゜ロ色膿ば
るしへるけ　八かつ佃つ申イ艘的な
事たるのる　個ら付をて迄上をにら
はカミ事で染　の二い持胚もEP勘謎夜
前此はあ色　　染＋てっ盤なち定明と
にれ出り腿　色八染て細く五すさX
申に來まの　艦個色居胞胚十るれふ
上はます増　 をの饅るの盤六とま事
げ＝せ゜加　持染が胚性嫉個とすが
た十ん蚊は　 つ色五盤質卵をが゜考
票八゜で卵て騰十細は内持出へ
か個私一内．居を六胞割につ來　ら
らあは寸に　 る、持…個は球嵐てる　れ
直り非附於　 割っにヌの來居不　 る

ちま常言け　 球てなプ性たる受　 の

にしのしる　を居つロ質割も精　で
御た努て核　代るたイを球の卵　あ解゜力置の　 表胚と五代ががを　 り

り不をき融　 し盤と割表卵六得　 ま

に受彿た合　 て細ろ球しの其ま　 す

な精ついに　居胞の帥て周のし　
゜

る卵てめ依　 るぼ捌ち居團牛た　爾
様内僅塗つ　の融球二るに鍛゜　此
にに々鍛て　で合の十と配帥そ　の
當ニー卵成　あが性八見列ちれ　事　　　　　　　　　　　　り然十佃1のる　 り起質個るしハか　 實

の八の割も　まちをのべてプら　は
一3亘一



集演講學科懸翻

の・つ当明種巽も期　本ちbl5成

全』る起りか裂なふ　分・關

浮娩倉総～も霧霧肇
るプ或ts．しの生　期　合つを
事・る全もはじ　に　がに提

一一一一・一一 R2＿＿＿



殖生慣…軍の簾碧るずこ見りよ上學弩包系隠

尤合績　染を十見すに出のし・割可
もにけ今色有八たか入來も質今球能
性於た文燈す個もらりたの成申のと　　　　　　　　　　　　　　カ　　　

も

的て例献をるこのと胚とは熟上数考
S重はを持二れでの盤こ二分げがへ
化ハま調つ個があもをろ十裂た増’ね
迄ブだべ軍の二りの作の八前事すば
共ロ聞て性核回まはり眞個のをにな
れイい見生が分す五陥ので卵圃從り
を工たる殖出裂゜十入分あ核示つま
飼㊧事ζ憲蘂し前六し割りがすてせ
育もが人をそて圖個て核ま五る完ん
しの無爲生れ四との腔にす十と全゜
たはい的すが割同染基は゜六第にそ
例其の箪る其球じ色が盆之個十獲れ
もので性va後期く膿出＋がの四育で
あ艦あ生至ノと成を卒六二染子すす
りがり殖るルな熟持共個分色五るか
ま小まののマb．分た後のし艦圓機ら
すさす場でLVこ裂ね幾染てをの會卵
カミく゜合あにののば多色三持檬がの
其て最にり分四核なの腸個つに釜分
際非も於ま裂細のり攣存のてなk割
に常成Z；1す増胞染ま化在只居り少の
於に功ハ゜殖が色せ濃しプbまな進
け弱的プ　 し二髄ん育此ロ疹すくん
るくvとロ　双個は゜をのイし゜なだ
染攣冒イ　第づ五第し核ドて第る後
色態はi　 －N十十ての穣減十とに
　　　　　　　　　も艦期れで　　の融六五完分を数四X割
のにて最　 場合個圖全裂生し．圖ふ球
数於居後　 合し戒は個にじたは事の
はてる迄　 とて熟第騰分乏卵第に融
不大と完　同盆分二と裂れ核一な合
明琶こ全　 様十裂のなをが郎のるが
と死うに　に六後場る重再ち場の起
さんの成　 五個の合のねび域合でる
れでウ長　 十の卵をでて融熟であ時
てしこ嚢　六染核書あ割合分ありに居まの育　 個色はいり球し裂りまはり秀場を　の膿二てま期て後ま需共
一一一n－一・ R3－一



集演講學科親…欝1

でイ有し　 のの調セと分で達ロくま
あドして現翻子ペノ考裂成しイ極す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

リパて普今の供てゲへの長た．亙く
まi居通絵場孫見Xら際しとの小叉
すセリの傅合にまネれにたこ細さ蛙
かノま生學は至しシま於所ろ胞いの
らゲす殖上人るてスすてののの時場
棊メか洗の爲迄室そ゜一蛙も激に合
色シら帥見的も人あ換個にのがはに
膿5杢ち地軍研爲る言の蟻に段そ於
及の遺雌か性究的かす極デ於kこ丁
因場傳雄ら生し軍にれ艦イてと匹it　ttt
子合因性考殖た性よ璽をプ蛙減バー。
のに子生への例生るハ串ロデ些プ之
数はに殖ま最は殖もプすイイそTitも
は染關にすも未にのロかi’プれイ軍
雌色レよと域だ於でイ或数ロに．L’性
雄髄てつ遺功聞ては其はがイ反の生
性のはて傳しい正なパニ磯i“し数殖
生牛i繁因たた常か1個見敬ヱがの
殖減重殖子場事のらセのさをヂ澤材
のしとしは合が．動うノ極れ見イ山料
場たなた染とな物かゲ艦る串プ見に
合卵っも色考いのとmをかしロら廣
のEての艘へ様様考ネ幽とてイれく
牟共居は内てにたヘシす云居五灸用
分のる必に差思殆ら5かふる数共ひ
でものずあ支ふどれでと事のがれら
あので窒るへecs順るあ云はで段炉れ
りかあイと無で調のるふ未あk成ま
まらり’プ．信いすにでか事だりた長し
す畿まロぜ様゜嚢あ或によま増すた
゜育すイらに此育りほ離くす加るが
け蔓゜、ドれ思貼をまヲす分1°すに：i
れ精之藪てぴか途すイもら併る艇㌔
どなにの居まらげ・°プのなし゜つ
もし反染りす考て爾ロでいい性で之
距にし色ま゜へ爺ほイは多か的此に　　　　らとすハ艘す　 るか丈F・な分な分Q於
へるプを・O　とも献パい成る化ハて．
牛のロ具）tr　私そを1か熟課にプ極

・一＿34＿＿



殖生性単の魏ろアこ見りよ上學胞細

形尚か申　育丁事U　て完入る義分
質進師上荷す度はイ目居全爲自例で
及んちげほる普輩．亙下る無的然へあ
びでOて私と通性はの様訣翠的染っ雌は蓄見は同の生何研にに性輩色て
雄車o『ま擢様場殖等究考獲生性膿翫
性性6すのに合個かのへ育殖生が生
の生問と輩iに饅の範らしの殖牟物
分殖題細性i於をX園れた場の鍛の
離獄或胞生iてし法内ま例合場で爽
帥がは分殖’・卵てにですがに合も育
ち如eq裂の　檎完よは゜な於を磯に
澄何性の研、　精全つ人尤いて見育必
傳な生中究　 錨にて爲も所’膝てし要
學る殖心と　核獲i的人をハも得な
的理の師し　の育：践爲見プ明るる
研由胚ちて　融せ獄ハ的まロに可総
叢援讐忠糞岳話弩ζ麩竃玉笙態8
はつ生鎧他　ち得核イに人数出を種
異て成がに　受るの五鹸爲を來持類
常雌或な澤　精爲轍卵陥的以るっの
数雄はい山　 にに合核がのてとて染
の爾輩との　　依極にかあ場或t：居色
染者性こ結　つめよらる合るうる騰
色を卵ろ果　ててつ嚢爲は程で筈因
腿生ののを　染重て育め自度あで子
をす胚卵持　 色要iせか然迄りあを
持る盤核つ　艘な∴しも的畿まり具
つかのがて　が事デめ知軍育すま有
て碕陥ど居　倍でイられ性す゜せし
居ほ入うり　数あプれま生る併うて
るm箪しま　にる・たせ殖例し゜居
軍性性てす　か檬イ場んのは前此る
性生ew｛）・°　へに工合b；，場澤にのの
生殖の裂そ　つ考激に　合山申事で
殖慧割をれ　 てへにに　 とあ上はあ
慧の球開ら　完ら瞬其　 多りげ蜂り
ざ形の始を　全れ復Q　少また等ま
砦騎撲玄毒暴斐玄り響塞登覧ま

一35一



集演講i學科潅糸澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し時の
講羅藁㈹1　難糞　難1董羅1

卵第不不不受ははi受提精精精精精縞　　 略れ上硫
割三喪受受精卵不精精卵卵卵卵卵卵　　 過に　そ　と
初分精制遡割受馳）｝））））　ぎてれ云

　　　　　　　　　　　　叢　　　肇　　萎慧

融二核核のて騰核ねか合が　し動が　も゜事に
Ap核痢箭歌生゜°放放即卵　7・中功・　多　が於

軍合將比　る　はア・ナ・糊、　のの上　た　な究
性に1・較　二　悉うる゜進　゜°1：　事　いし
生よ爾。核 tt不卵行　　並　 と　の或
殖る分融卵畏核中　ぴ思をは

　　・　甥゜　　　t　殿
　　　　　　　1　　　　瓢
　　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　達今
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　は

＿36－一



　　　　　　　頁一第圖附

圏　　四　　第　　　　　　圖　　一　　第

圃　　五　　第　　　　　・　岡　　二　　第

圃　　　六　　　第　　　　　　　圖　　　三　　　第

働　　　　　　　紛
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頁二第圖附

圖　 八　 第　　　　 圏　 七　 第

　　　　　　　　　　　麟

圖o－・第　　　　　圃　 九　 第

＿．一＿ R8…一
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買三第圖附

囲　　一　　蝉　　第

s　　　　クド　づ7x＼

　　　　　　　　　「fx



頁四　第圖　附

圖　　ニ　　ー　　第

凸

卵構受不　　　　　　　卵精受

圖　　三　　一　　第
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賀五第圖附

　　　　　　　圃　四．・t　第

　　　　　　　　　　　56　　　　核卵前裂分熟成

　　　　　　　　　　28　　　　　　　後裂分熱成

　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　　　毒田球讐皿二二

　　　　　28　　　28　　　28　　　28　　　球割四

　　　　　　56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　　核合蝿二：：L

　　　　56　　　　56　　　56　　　56　　　期割卵

56　　　　　　56　　　　　　56　　　　　　56　　　　　　56　　　　　　56　　　　　　56　　　　　　　56

＿4s一剛1



　　　　　　　買六第圖附

　　　　　　圖　五　一　第

　　　　　　　　　56　　　　　　　　　核ヴ日前裂分熟戒

　　　　　　　　　28　　　　　後裂分熱成

　　　　　28　　　　　　　28　　　期球割二

　　　　　　　　56　　　　　　　核合融

　　　56　　　　、　　　　　　56　期割卵

56　　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　56

56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　．　　　翻殖坐性輩

〒－ S2一「




